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内容の要旨及び審査の結果の要旨

動脈硬化症を惹起する要因として酸化低比重リボ蛋白（1owdensitylipoprotein，ＩＤＬ）の役割

が重要視されているが、ヒトの冠動脈疾患における役割、特に虚血再潅流との関係に関しては不

明である。急性心筋梗塞における虚血再灌流障害はその後の心機能に大きな影響を与えるため、

虚血再灌流時の酸化ストレスの変動を明らかにすることは臨床上重要である。そこで、著者は経

皮的冠動脈形成術(percutaneouscoronaryintervention,PCI)を虚血再灌流モデルと考え、ＰＣＩ

により酸化ストレスが増大するか否かについて酸化、Lの観点から検討した。さらに、虚血再灌

流時における血漿中酸化LDL値の変動にいかなる因子が関与するかを検討した。得られた結果は

以下のように要約される。

１PCIを施行した冠動脈疾患患者132例のPCI前、直後、２４時間後における酸化LDLの値は、そ

れぞれ15.2±0.83,20.6±0.99,16.2±0.81(unit/ｍｌ)であり、PCI直後の値はPCI前値より

有意な増加を示した(p＜0.0001)。冠動脈造影上有意な狭窄を認めない対照群では、造影前

後の酸化LDL値に差を認めなかった(13.7±Ｏ７５ｖＳ､１４．２±0.78unit/ｍ1,ＮS)。

ＺPCI後の酸化LDLの増加と血清脂質値の関係を検討した結果、酸化LDLの増加と中性脂肪と

の間には正の相関(r=0.68,ｐ＜0.0001)が、ＨＤＬコレステロールとの間には負の相関(r=-0.32,

ｐ=0.0004)が認められた。

３PCI後の酸化LDLの増加に関与する因子について、年齢、性、糖尿病、高血圧、冠疾患(急性

冠症候群か安定狭心症か)、およびPCI前の血清脂質値を独立変数として多変量解析を行った

結果、酸化LDLの増加を規定する因子は中性脂肪とＨＤＬコレステロールであった。

本研究はヒトにおける心筋虚血再灌流が酸化ストレスを増大させることを明らかにした労作であ

る｡今後冠動脈疾患に対する抗酸化治療に結びつく臨床上極めて有用な研究であると評価された。
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